
年間授業計画様式例

葛西南高等学校令和５年度　教科　情報　科目　表現メディアの編集と表現　年間授業計画

教　　　科： 情報　 科　　　目：表現メディアの編集と表現（必修選択）　　単位数：　２単位

対象学年組： 第３学年１組～６組）　　

教科担当者：（１組～６組：安達）

使用教科書：（なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（文書デザイン検定試験　３・４級編　／　日本情報処理検定協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

指導内容 科目「表現メディアの編集と表現」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４つの観点について下記のこ
とから総合的に判断し、評価
する。
・提出物の有無
・提出物の内容
・授業遅刻の有無

４つの観点について下記のこ
とから総合的に判断し、評価
する。
・提出物の有無
・提出物の内容
・授業遅刻の有無

４つの観点について下記のこ
とから総合的に判断し、評価
する。
・提出物の有無
・提出物の内容
・授業遅刻の有無

４つの観点について下記のこ
とから総合的に判断し、評価
する。
・提出物の有無
・提出物の内容
・授業遅刻の有無

４つの観点について下記のこ
とから総合的に判断し、評価
する。
・提出物の有無
・提出物の内容
・授業遅刻の有無

４つの観点について下記のこ
とから総合的に判断し、評価
する。
・期末考査
・提出物の有無
・提出物の内容
・授業遅刻の有無

４つの観点について下記のこ
とから総合的に判断し、評価
する。
・提出物の有無
・提出物の内容
・授業遅刻の有無

１
月

・PowerPoint演習 ・文字・図形・静止画・音・動画といったメディアを統合させてPowerPointで卒業制作宣伝用のプレゼンテーションを作成することを通し
て、ソフトウェアについての知識と技術を習得させる。

4

月

・卒業制作
・卒業制作発表

6

・卒業制作発表を実施し、自己評価と相互評価を行うことで適切な評価ができるように指導する。

・生徒の興味・関心等に応じた自由な題材で，卒業制作として企画の立案からシナリオ及び絵コンテの作成，撮影，映像の編集などを取り上
げ，映像による表現に関する基礎的な知識と技術を習得させる。

・オリエンテーション
・Wordを利用した文書デザイン

4４つの観点について下記のこ
とから総合的に判断し、評価
する。
・提出物の有無
・提出物の内容
・授業遅刻の有無

４
月

５
月

・Wordを利用した文書デザイン 2

６
月

・Wordを利用した文書デザイン 8

７
月

・Wordを利用した文書デザイン 2

９
月

・動画編集ソフトウェアの使い方 4・スマートフォンでの撮影を主として、ディジタルカメラ及びディジタルビデオカメラなどの関連機器を利用した映像の取り込みやビデオ編
集ソフトウェアによる作品制作などの映像の編集に関する基礎的な知識と技術を習得させる。
・タイムライン上でのカット編集，ビデオトランジション，ビデオエフェクト，テキストの挿入，音や音楽の挿入，キーフレーム操作，書き
出しなどを扱い、使いこなすことができるように指導する。

４つの観点について下記のこ
とから総合的に判断し、評価
する。
・提出物の有無
・提出物の内容
・授業遅刻の有無

月

・卒業制作ガイダンス
・卒業制作

・生徒の興味・関心等に応じた自由な題材で，卒業制作として企画の立案からシナリオ及び絵コンテの作成，撮影，映像の編集などを取り上
げ，映像による表現に関する基礎的な知識と技術を習得させる。

6

月

・卒業制作 ・生徒の興味・関心等に応じた自由な題材で，卒業制作として企画の立案からシナリオ及び絵コンテの作成，撮影，映像の編集などを取り上
げ，映像による表現に関する基礎的な知識と技術を習得させる。

6

・文字の種類，特性やコンピュータにおける文字の取扱いについて理解させるとともに，情報コンテンツを制作する際に活用できるようにす
る。
・図形の種類、特性やコンピュータにおける図形の取り扱いについて理解させるとともに、情報コンテンツを制作する際に活用できるように
する。
・Wordの使用方法を理解し、文書デザイン検定４級以上に合格できる力をつける。

・文字の種類，特性やコンピュータにおける文字の取扱いについて理解させるとともに，情報コンテンツを制作する際に活用できるようにす
る。
・図形の種類、特性やコンピュータにおける図形の取り扱いについて理解させるとともに、情報コンテンツを制作する際に活用できるように
する。
・Wordの使用方法を理解し、文書デザイン検定４級以上に合格できる力をつける。

・文字の種類，特性やコンピュータにおける文字の取扱いについて理解させるとともに，情報コンテンツを制作する際に活用できるようにす
る。
・図形の種類、特性やコンピュータにおける図形の取り扱いについて理解させるとともに、情報コンテンツを制作する際に活用できるように
する。
・Wordの使用方法を理解し、文書デザイン検定４級以上に合格できる力をつける。

・文字の種類，特性やコンピュータにおける文字の取扱いについて理解させるとともに，情報コンテンツを制作する際に活用できるようにす
る。
・図形の種類、特性やコンピュータにおける図形の取り扱いについて理解させるとともに、情報コンテンツを制作する際に活用できるように
する。
・Wordの使用方法を理解し、文書デザイン検定４級以上に合格できる力をつける。

12

11


